
和
泉
地
方
に
b
け
る
重
要
井
堰
と
湧
水
帯

大

秋

越

勝

い
ず
み
げ
ん

和
泉
地
方
は
も
と
河
内
国
の
一
部
で
あ
っ
た
。
霊
亀
二
(
七
二
ハ
)
年
に
大
烏
和
泉
日
根
三
郡
を
も
っ
て
和
泉
監
を
置
き
、

つ
い
で
天

平
一
二
(
七
四

O
)
年
八
月
、
和
泉
監
を
廃
し
河
内
国
に
合
併
し
た
。
天
平
宝
字
元
(
七
五
七
)
年
五
月
河
内
国
よ
り
分
離
独
立
し
て
和

和泉地方における重要井堰と湧水帯

泉
郡
府
中
に
国
衡
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
中
世
和
泉
国
の
南
部
を
さ
き
南
郡
と
し
、
四
郡
と
な
っ
て
明
治
に
至
っ
た
。

和
泉
地
方
は
大
阪
府
下
大
和
川
以
南
、
大
阪
湾
岸
の
地
域
で
、
そ
の
形
ほ
ば
直
角
三
角
形
を
な
し
て
い
る
。
底
辺
部
に
当
っ
て
い
る
の

が
、
東
西
方
向
に
走
っ
て
い
る
和
泉
山
脈
で
、
紀
伊
・
和
泉
の
両
国
の
国
境
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
和
泉
山
脈
の
北
方
に
は
二
筋
の
断
層

線
に
よ
っ
て
外
前
山
・
内
前
山
が
そ
び
え
、
丘
陵
・
洪
積
層
の
台
地
に
続
い
て
い
る
。
直
角
三
角
形
の
高
さ
の
部
に
相
当
す
る
の
が
河
内

-
和
泉
両
国
の
境
界
の
山
岳
・
丘
陵
で
あ
る
。
斜
辺
部
に
相
当
す
る
の
が
大
阪
湾
岸
の
海
岸
線
と
な
っ
て
い
る
。
海
岸
沿
い
に
細
長
く
和

泉
海
岸
平
野
が
の
び
て
い
る
。

河

i
 
l
 

J
 

土
地
の
傾
斜
は
東
南
か
ら
西
北
に
向
っ
て
次
第
に
低
下
し
て
い
る
。
和
泉
地
方
の
河
川
は
東
南
部
の
和
泉
山
脈
か
ら
源
を
発
し
海
岸
線

と

ぎ

お

の

さ

と

に
向
っ
て
直
交
し
、
石
津
川
・
大
津
川
・
春
木
川
・
津
田
川
・
近
木
川
・
見
出
川
・
佐
野
川
・
樫
井
川
・
男
里
川
・
番
川
・
大
川
・
東
川
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-
西
川
な
ど
狭
小
な
多
く
の
川
が
北
西
に
並
流
し
て
大
阪
湾
に
注
い
で
い
る
。
河
の
谷
は
浅
く
川
幅
は
狭
く
大
河
は
み
ら
れ
な
い
。
川
の

水
量
も
雨
期
に
は
あ
る
が
、
渇
水
期
に
は
水
無
川
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
利
用
も
灘
蹴
用
と
飲
料
水
に
供
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

井

堰

和
泉
地
方
の
年
雨
量
は
岸
和
田
市
を
例
に
と
る
と
一
三
八
九
ミ
リ
で
、
瀬
戸
内
式
の
寡
雨
乾
燥
気
候
区
に
属
し
て
い
る
。
稲
作
農
業
に

は
水
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
平
地
は
勿
論
の
こ
と
、
山
間
部
で
も
溜
池
を
築
い
て
貯
え
て
い
る
。
川
を
堰
き
と
め
て
井
堰
井
路

(
水
路
)
を
つ
く
り
溜
池
に
貯
え
、
川
に
流
し
て
中
下
流
の
地
域
の
水
田
に
濯
概
し
て
い
る
。
和
泉
地
方
の
河
川
に
は
多
く
の
井
堰
が
分

布
し
て
い
る
。

(
和
泉
地
方
に
お
け
る
井
堰
お
よ
び
水
系
図
参
照
)

井
堰
は
以
前
は
竹
を
細
長
く
割
っ
て
平
に
し
細
長
い
筒
形
の
竹
龍
と
し
、
蛇
寵
と
よ
ば
れ
た
。
そ
の
中
に
河
原
の
砂
利
を
と
っ
て
詰
め

和泉地方における重要井堰と湧水帯

粘
土
を
つ
め
て
川
に
わ
た
し
て
河
水
を
堰
止
め
て
水
路
(
井
路
)
に
流
し
た
。
竹
寵
は
後
に
は
針
金
で
網
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
砂
利
粘

土
を
つ
め
て
堰
と
し
た
。
現
在
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
井
堰
と
変
っ
て
い
る
。
井
堰
の
と
こ
ろ
か
ら
水
路
(
井
路
)
を
掘
っ
て
中
流
下

流
に
流
し
、
年
に
一
回
か
二
回
く
ら
い
人
足
や
人
夫
が
出
て
井
堰
・
弁
路
の
修
理
清
掃
に
当
っ
て
い
る
。

和
泉
地
方
の
川
に
は
次
の
よ
う
な
井
堰
や
社
寺
が
存
在
し
て
い
る
。

石
津
川
|
|
山
代
弁
堰
ー
ー
ー
桜
井
神
社

|
|
大
鳥
井
堰

i
!大
烏
神
社

|
|
小
野
井
堰
l
!日
部
神
社

和
田
川
1
|
山
樋
井
堰
|
美
多
禰
神
社

大
津
川
|
|
取
入
堰
、
殿
原
井
堰
|
|
廃
八
坂
神
社

牛
滝
川

l
l積
川
井
堰
l
|積
川
神
社
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も

ろ

え

お

が

み

津
田
川

l
i諸
兄
堰
|
|
意
賀
美
神
社
(
雨
降
り
明
神
)

、
木
島
西
井
堰
J

と
ぎ
一
木
島
本
井
堰
一

近
木
川
l
十

，

?

一
小
久
保
西
井
堰
一

r

小
久
保
木
井
堰

L

ヘ
犬
鳴
川
|
下
平
井
堰
|
火
走
神
社
(
滝
大
明
神
)

樫
井
川
|
」

一
樫
井
川
ー
へ
上
之
郷
井
堰
)
日
根
神
社
(
大
井
堰
明
神
)

，
/
白
根
野
井
堰
¥

「
き
ん
ゆ

E
|
¥
樫
根
井
堰
J

お
の
さ
と
一
金
熊
寺
川
人
下
沢
井
一
色
十
回
遠
神
社
(
金
熊
寺
権
現
)

男

皇

川

|

{

〆

¥

{
井
関
川
l
岩
崎
井
堰
、
六
ケ
井
堰
l
波
太
神
社

川
に
井
堰
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
重
要
な
井
堰
の
近
く
に
神
社
か
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
井
堰
の
安
全
、
農
業
用
水
の
豊
富
を
祈
願
す

る
井
堰
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
。

お

が

み

こ
れ
ら
の
う
ち
岸
和
田
市
阿
間
河
滝
に
意
賀
美
神
社
が
あ
り
、
近
く
津
田
川
の
所
に
諸
兄
堰
と
よ
ば
れ
る
橘
諸
兄
が
庶
民
の
た
め
築
い

は

ぷ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
井
堰
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
水
路
に
よ
っ
て
土
生
に
至
る
土
生
郷
水
系
、
阿
間
河
に
至
る
阿
間
河
水
系
が
あ
る
。
津
田

川
中
流
、
下
流
の
地
域
の
農
業
用
水
と
な
っ
て
い
る
。

そ

ぷ

ち

き

び

た

に

貝
塚
市
水
聞
に
お
い
て
近
木
川
の
上
流
、
蕎
原
川
と
祖
谷
川
と
が
合
流
し
て
い
る
。
水
間
寺
の
周
目
辺
に
小
久
保
西
井
壊
、
木
島
西
井

堰
、
小
久
保
本
井
堰
、
木
島
本
井
堰
四
つ
の
主
堰
が
あ
る
。
行
基
菩
薩
は
こ
こ
に
井
堰
を
設
け
た
ら
近
木
川
中
下
流
の
人
々
は
農
業
用
水

に
因
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
井
堰
を
築
か
れ
た
。



173 和泉地方における重要井堰と湧水帯

写真 1 兵主神境内 蛇の淵(岸和田市西之内町)

写真 2 諸兄壊の一部 岸和田市阿間河滝にある。土生郡水系と阿

間河水系の分水のための石が置いてある。
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さ
ら
に
水
間
寺
、
水
間
寺
上
座
で
は
毎
年
七
月
一
八
日
水
間
寺
の
裏
手
の
通
天
橋
上
に
机
を
な
ら
ベ
五
本
の
御
幣
と
山
の
幸
、
海
の
幸

を
そ
な
え
、
水
間
寺
の
住
職
と
寺
僧
と
が
整
列
し
て
四
つ
の
井
堰
に
向
っ
て
水
の
豊
富
、
五
穀
の
豊
債
を
祈
願
し
て
い
る
。
そ
の
年
の
当

番
の
寺
僧
が
四
つ
の
井
堰
と
裏
山
に
雨
の
神
で
あ
る
八
大
竜
王
を
ま
つ
る
所
に
御
幣
一
本
ず
つ
を
奉
納
し
て
い
る
。

「
井
堰
祭
・
湯
の
ま

つ
り
」
と
呼
ば
れ
、
貝
塚
市
旧
木
島
村
、
岸
和
田
市
阿
間
河
に
、
ま
た
員
塚
市
旧
麻
生
郷
村
、
近
木
圧
水
系
に
よ
っ
て
近
木
庄
域
に
濯
翫

し
て
い
る
。

泉
佐
野
市
日
根
野
に
日
根
神
社
が
担
つ
ら
れ
、
近
く
、
樫
井
川
の
上
之
郷
井
堰
、
日
根
野
井
堰
(
大
井
堰
と
も
い
う
)
が
設
け
ら
れ
、

か
み
の
ご
う

両
井
堰
か
ら
の
用
水
は
慈
眼
院
の
境
内
を
通
っ
て
、
泉
佐
野
市
旧
上
之
郷
村
、
同
日
根
野
村
、
旧
長
滝
村
域
、
さ
ら
に
稲
倉
池
を
築
き
そ

の
用
水
を
も
導
い
て
下
流
泉
佐
野
市
域
の
水
田
の
萩
濯
に
お
よ
ん
で
い
る
。

和
泉
地
方
の
河
川
に
数
多
く
の
井
堰
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
津
田
川
の
上
流
の
諸
兄
堰
、
近
木
川
上
流
の
水
間
寺
近
く

の
四
つ
の
井
堰
(
小
久
保
西
井
壊
・
小
久
保
本
井
堰
・
木
島
西
井
堰
・
木
島
本
井
堰
)
、
樫
井
川
の
日
根
神
社
近
く
の
大
井
堰
(
上
之
郷

井
堰
・
日
根
野
井
堰
)
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
下
流
地
域
の
水
田
を
広
範
囲
に
濯
翫
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
重
要
井
堰
と
よ
ん
だ
の
で
あ

る。

湧

水

帯

和
泉
地
方
に
お
け
る
気
温
と
し
て
岸
和
田
市
を
例
に
と
る
と
冬
の
一
月
は
四
・
五
度
C
、
二
月
は
四
・
九
度
C
で
、
し
の
ぎ
よ
く
、
七

月
は
二
六
・
八
度
C
、
八
月
は
二
八
・

O
度
C
で
夏
は
む
し
暑
い
。
年
雨
量
は
一
三
入
九
ミ
リ
で
少
な
い
瀬
戸
内
式
の
寡
雨
乾
燥
気
候
区

に
属
し
て
い
る
。
和
泉
山
脈
・
前
山
・
丘
陵
地
帯
に
降
っ
た
雨
は
地
下
水
と
な
り
、
和
泉
丘
陵
の
末
端
部
近
く
に
湧
水
と
し
て
わ
き
出
て

い
る
。
和
泉
市
の
和
泉
府
中
の
泉
井
上
神
社
境
内
の
清
水
、
岸
和
田
市
作
才
町
の
共
同
洗
場
、
同
市
土
生
町
の
土
生
神
社
境
内
の
蛇
の



ゃ

ぎ

淵
、
岡
市
西
之
内
町
の
兵
主
神
社
境
内
の
蛇
の
淵
、
岡
市
中
井
町
の
夜
疑
神
社
正
門
入
口
近
く
の
蛇
の
淵
な
ど
は
そ
の
具
体
例
で
、
多
く

は
小
栗
街
道
近
く
に
あ
り
第
一
次
湧
水
帯
と
な
っ
て
い
る
。
古
代
中
世
に
か
け
貴
族
階
級
の
人
々
な
ど
が
熊
野
を
浄
土
と
み
た
て
て
、
小

栗
街
道
を
通
っ
て
熊
野
詣
を
な
す
習
慣
が
あ
っ
た
。
旅
路
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
旅
行
者
の
飲
料
水
と
な
っ
た
の
が
、
小
栗
街
道
近
く
の

湧
水
だ
っ
た
。
ず
っ
と
そ
の
後
も
現
在
で
も
湧
水
は
濯
瓶
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

洪
積
層
台
地
の
末
端
、
岸
和
田
市
で
は
岸
和
田
城
の
西
側
、
岸
和
田
市
本
町
の
一
里
塚
弁
才
天
の
近
く
や
岸
和
田
市
南
町
二
四
の
清
水

地
蔵
の
近
く
も
湧
水
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

貝
塚
市
願
泉
寺
の
西
側
、
泉
佐
野
市
旭
町
、
泉
南
市
樽
井
町
、
泉
南
郡
阪
南
町
尾
崎
町
の
恵
比
野
に
あ
る
波
太
神
社
の
御
旅
所
な
ど
近

世
の
交
通
幹
線
で
あ
っ
た
紀
州
街
道
近
く
に
も
湧
水
地
を
通
る
よ
う
に
路
線
が
布
か
れ
、
近
世
交
通
路
と
湧
水
地
が
密
接
に
結
び
つ
い
て

和泉地方における重要井壊と湧水帯

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
紀
州
街
道
沿
い
の
湧
水
地
を
第
二
次
湧
水
帯
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

追

gc 

や
ま
き
の
み
な
と

泉
南
市
樽
井
は
洪
積
層
の
台
地
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
「
山
之
井
」
の
清
泉
「
茅
淳
の
山
城
水
門
」
に
そ
の
名
が
出
発
し
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
、
樽
井
は
「
山
之
井
の
里
」
、
ま
た
封
伊
と
も
い
い
、
清
水
の
垂
れ
る
意
か
ら
出
た
呼
び
名
で
あ
る
。

山
之
井
の
跡
は
樽
井
の
中
央
や
や
西
寄
り
に
位
置
し
円
形
井
と
な
っ
て
い
る
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
い
湧
水
地
を
伝
承
し
て
い
る
。
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